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外来化学療法センター 利用時の内服前投薬の処置入力方法のご案内 

・ 外来化学療法センターでは、過敏症・ゕレルギー・インフュージョンリゕクション予防や制吐作用目的で、一    

部のレジメンを施行する患者さんの抗がん剤投与前に内服薬の投与をセンター内で行っております。 

・ たとえばFECレジメンやシスプラチンを投与する場合のイメンドカプセル125mgや、パクリタキセル使用時

のレスタミンコーワ錠10mg、リツキシマブ使用時のブルフェン錠100などです。 

・ 事前の処方がされていない患者さんには、内服薬投与を当日の処置入力で対応しています。それらの入

力を簡便に行うために、下記のようなセット展開を作成しましたのでご利用ください。 
 
＊ セット展開  ⇒ 他科頻用  ⇒  臨床腫瘍センター ⇒ イメンド125頓用内服   
 
              または レスタミン頓用内服  または ジルテック・ブルフェン内服  
  
           ご不明の点は外来化学療法センター（内線3530）にお問い合わせください。 

 

 

〈4月外来化学療法センター利用状況〉 利用者数 236名 

 　肝胆膵・移植外科 10 　血液内科 10

　呼吸器外科 4 　婦人科 18
　消化管外科 37 　泌尿器科 18
　乳腺、内分泌、甲状腺外科 68 　皮膚科 5

　呼吸器内科 23 　ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科 1

　消化器内科 18 　小児科 24

臨床腫瘍セミナー開催案内 

日 時： 平成23年5月17日（火） 18時～19時 

場 所： 11号館（臨床講義棟）第二臨床講義室 

演 題： 「大腸癌治療の現況と今後の展望」 

講 師： 福島県立医科大学 

    器官制御外科学講座 

     講師 大木 進司 先生 
 
※大学院生は共通必修科目（規定の8）に該当します  

  

文責：臨床腫瘍センター  <問い合わせ先> 内線：3160 E-mail：kataokaa@fmu.ac.jp 担当： 片岡  

Cancer Board開催案内 

   5月 19日（木） 19：30～ 消火器 

   6月 6日（月）  17:00～  頭頸部 

                  19:00～ 呼吸器  

医療従事者を対象に、各臓器別に診療科横断的な 

腫瘍カンフゔランスを定期的に開催しております。 

医療従事者であればどなたでも出席できます。 

  

  

  
震災救援物資（医療用かつら、帽子）のご提供について 

 東日本大震災により被災されたがん患者様へのご支援としまして、抗がん剤治療

の副作用で毛髪の悩みを持つがん患者様に対して、One World プロジェクトより支

援物資として提供を受けた医療用かつらや帽子を無料で提供致します。One World 

プロジェクトとは、がん患者さんが必要とする物資の受付と、東北の被災地へ提供

する活動を行っている有志のグループです。

（http://jcan.eryouiku.net/oneworld.html） 女性用の医療用かつらは、ショート、セ

ミロング、ロングがあります。他に帽子（タオル帽子、ケゕ帽子、毛糸 

帽、一般帽子等）、ゕンダーネットなども頂きました。 

 被災され、ご入院中の患者様で使用をご希望される方がいらっしゃいましたら、こちらか 

ら病棟へご案内に伺います。 

 臨床腫瘍センター・池田／宇田（内線3161）までご連絡下さい。 
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